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ドキュメントのアクセシビリティについて
オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサ
イト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。
Oracle Supportへのアクセス
サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供してい
ます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあ
るお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。
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ドキュメントのフィードバック
このドキュメントに対するフィードバックは、Oracle Help Centerのトピックのページ下部に
あるフィードバック・ボタンをクリックして送信してください。epmdoc_ww@oracle.comに
Eメールを送信することもできます。
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1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

EPMのベスト・プラクティスは、CoE (センター・オブ・エクセレンス)を作成することです。
EPM CoEは、導入およびベスト・プラクティスを確実にするための統合された取組みです。
パフォーマンス管理およびテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロセ
スの変革を促進します。
クラウドの導入により、組織がビジネス・アジリティを改善し、革新的なソリューションを促
進することが可能になります。EPM CoEはクラウド・イニシアチブを監督し、投資を保護お
よび維持し、効果的な使用を促進するのに役立ちます。
EPM CoEチーム:

• クラウドの導入を確実にし、組織が Oracle Fusion Cloud EPMの投資を最大限に活用する
ことを支援します

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理イニシアチブをリードし、変革を促進します
すでに EPMを実装済の顧客を含めて、すべての顧客が EPM CoEからメリットを得られます。
どのように始めたらよいですか。
クリックして、EPM CoEのベスト・プラクティス、ガイダンスおよび戦略を取得します: EPM
センター・オブ・エクセレンスの概要。
さらに学習する
• クラウド・カスタマ・コネクトWebセミナーを見る: Cloud EPMのセンター・オブ・エク
セレンス(CoE)の作成および実行

• ビデオを見る: 概要: EPMセンター・オブ・エクセレンスおよびセンター・オブ・エクセレ
ンスの作成。

• EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行の EPM CoEのビジネス上の利点と
価値提案の確認。
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2
レポートの概要

次も参照:

• レポートについて
• レポートへのアクセス
レポートにアクセスするには、ホーム・ページで「レポート」カードまたは「ライブラリ」
カードを選択します。

• レポートのプレビュー
• レポートの表示
「処理」メニューを選択すると、レポートを様々な方法で表示できます。

• Smart Viewでのレポートの操作
• ノートの操作

レポートについて
レポートでは、レポート参照者の強化された操作性とともにユーザー・フレンドリで堅牢なレ
ポート開発フレームワークが提供されます。レポートは、Narrative Reporting (Narrative
Reportingデプロイメント)に含まれ、複数の Oracle Fusion Cloud EPMソース、Essbase Cloud
および ERP Cloud Financialsからチャートおよびグリッドを挿入できるようにします。レポ
ートは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementプラットフォーム・ビジネ
ス・プロセスおよびアプリケーションにも埋め込まれています: Enterprise Profitability and
Cost Management、Planningおよび Planningモジュール、Financial Consolidation and Close、
Tax Reporting、および単一インスタンス・レポートのフリーフォーム(Cloud EPMデプロイメ
ント)。
レポートにはブックおよびバースティングも含まれます。ブックを使用すると、1つ以上のレ
ポート、ブックおよび他の文書をグループ化して、単一の PDFまたは Excel出力を生成できま
す。バースティングでは、1つのデータ・ソースの単一ディメンションの複数のメンバーに対
して単一のレポートまたはブックを実行し、各メンバーの PDFまたは Excel出力を公開できま
す。
レポートを使用して、特に Cloud EPMビジネス・プロセスおよびコンポーネント(タスク・マ
ネージャ、補足データ、エンタープライズ仕訳など)の Cloud EPMシステム・レポートを生成
することもできます(エンタープライズ・ライセンスのみ)。必要に応じてレポート内にデータ
表を埋め込み、システム・データを含めることができます。このことを行うには、リレーショ
ナル表をレポートに挿入して Cloud EPMビジネス・プロセス・スキーマに接続し、メンバーを
選択した後、Cloud EPMリレーショナル・システム・データに基づいてシステム・レポートを
生成します。メンバー・セレクタ、プロンプトと POV、書式設定、ソート、コンテンツへのド
リル、条件付き書式設定/抑制、式、グループ化など、一部のグリッド機能を表で使用すること
もできます。リレーショナル表で使用できるその他のレポート機能は、チャート、テキスト・
ボックス、ブック、バースティングおよび Excel出力(レポートのみ)です。
Narrative Reportingデプロイメントのレポートは、POVベースのナラティブ・テキストのノー
トも含み、書式設定されたレポートにグリッドおよびチャートとともに表示されます。レポー
ト構造およびナラティブの要件がエンティティ、部門などの間で統一されている場合、ノート
を利用できます。Cloud EPMデプロイメントにはノートが含まれていません。
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レポートにはレポートの設計および編集用の使いやすいドラッグ・アンド・ドロップ・インタ
フェースが備わっています。次のことが可能です。
• レポート・オブジェクト(グリッド、チャート、イメージ、テキストボックス)を作成し、レ
ポートに挿入および配置します。

• レポート全体を実行せずに、個々のグリッドまたはチャートを設計し、結果をプレビュー
します。

• Narrative Reportingデプロイメントでは、共有レポートに含まれているレポート・オブジ
ェクトを挿入して、複数のレポートでレポート・オブジェクトを使用し、共有レポート・
オブジェクトを保守する単一ポイントを提供します。

• グリッド値およびテキスト関数を計算するための式を挿入して、レポートおよびグリッド・
メタデータを動的に取得します。

• 様々なチャートのタイプおよび機能を持つ強化チャートを利用します。
• 動的メンバー選択関数、代替変数、セル・テキストおよびファイル添付、Financial

Intelligence、UDAおよび属性などのデータ・ソース機能をレポートに使用します。
• 条件付きの書式設定、テキストおよび抑制を適用して、グリッド・セルを書式設定したり、
メンバー情報またはデータ値に基づいてデータを抑制します。

• 親メンバーをズームして詳細メンバーを表示し、その他のレポートまたはソース・データ
にドリルします。

Narrative Reportingデプロイメントでは、次のことが可能です。
• レポートを Narrative Reportingレポート・パッケージ・ドックレットに埋め込んで、コラ
ボレーションによるナラティブ・レポート・プロセスに統合し、集中管理型の視点(POV)
コントロールおよび自動ドックレット更新によるサーバー側リフレッシュを実行します。

• クロス・クラウド・コンテンツを単一のレポートに結合します。目的のデータ・ソースを
ポイントするようにデータ・ソース接続を作成および定義します。

• レポート、セキュリティおよび POV選択は、Narrative Reporting内で管理されます。アー
ティファクトは Narrative Reportingライブラリ内で保存および管理されます。

• レポート、ブックおよびバースティングの定義は、別の環境にエクスポートおよびインポ
ートできます。

• フォントはアップロードされて Narrative Reportingライブラリ内で管理されます。
• バースティング定義のスケジュールは、Narrative Reportingのジョブ・コンソールを介し
て実行されます。

• Financial Reporting (FR)レポート・アーティファクト・エクスポートのライブラリ・イン
ポートを介して、Financial Reporting (FRレポート)をレポートに移行します。

• 生成 AI (GenAI)を利用して、ナラティブ・サマリーをテキスト・ボックスまたはテキスト・
セグメントに生成し、ノートを要約します。

Cloud EPMデプロイメントでは:

• レポートにノートまたは生成 AI機能は含まれません。
• レポートはリモート・ライブラリを介して Narrative Reportingに統合されますが、Cloud

EPMデプロイメントのレポートはレポート・パッケージや Narrative Reportingのブックお
よびバースティング定義には挿入できません。

• レポートは、単一インスタンス・レポートとともに各ビジネス・プロセスに埋め込まれま
す。他の Cloud EPMインスタンスをポイントできません。データ・ソースは、インスタン
ス上にある Cloud EPMアプリケーション・キューブに基づいて自動的に作成されます。
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• レポート、セキュリティおよび POV選択は、Cloud EPMプラットフォームによって管理
されます。レポートは Cloud EPMリポジトリに保存されます。

• レポート、ブックおよびバースティング定義は、Cloud EPMライフサイクル管理を使用し
て環境間で移動できます。

• Financial Reportingカード/タブを介して、Financial Reporting (FRレポート)をネイティブ
にレポートに移行します。

• フォントはアップロードされてレポート設定の「アプリケーション設定」で管理されます。
• バースティング定義のスケジュールは、Cloud EPMプラットフォームのジョブ・スケジュ
ーラを介して実行されます。

次の概要ビデオを視聴して、レポートのハイライトを理解します。
 -- Cloud EPM Narrative Reportingのレポート.

 -- 新しい Cloud EPMプラットフォームのレポート.

次のチュートリアル・ビデオを視聴して、レポートを作成する方法を学習します。
 -- Narrative Reporting Cloudでのレポートの作成.

 -- Cloud EPMでのレポートの作成.

レポートへのアクセス
レポートにアクセスするには、ホーム・ページで「レポート」カードまたは「ライブラリ」カ
ードを選択します。
Narrative Reportingデプロイメントの場合:

Narrative Reportingからレポートにアクセスするには、Narrative Reportingへようこそおよび
ライブラリについてを参照してください。この 2つの場所では、Narrative Reportingでシステ
ム生成された「レポート」フォルダから、自分が作成またはアクセス権(表示権限)が付与され
たライブラリの個人用のフォルダから、および下のイメージに示すようなホーム・ページから
「レポート」または「ライブラリ」のアイコンを選択することで、レポートにアクセスする方法
について詳細を確認できます。
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次のチュートリアル・ビデオを視聴して、レポートをリファレンス・ドックレットとしてレポ
ート・パッケージに挿入する方法を学習します。これにより、グリッドおよびチャートのコン
テンツをドックレットに埋め込むことができます。

 -- Narrative Reportingでのレポートの表示および操作.

Wordベースおよび PDFベースのレポート・パッケージの場合は、コンテンツをWordドック
レットに埋め込むことができます。PowerPointベースのレポート・パッケージの場合は、コン
テンツを PowerPointドックレットに埋め込むことができます。PDFベースのレポート・パッ
ケージの場合は、レポートをドックレットとして直接挿入することもできます。
Enterprise Performance Management Cloudデプロイメントの場合:

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementプラットフォーム・サービスのホー
ム・ページで「レポート」カード(Tax Reportingの「ライブラリ」カード)を選択します。
Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingで、水平タブから「レポート」を選択
します。
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Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingで、水平タブから「レポート」を選択
します。
 

 

レポートのプレビュー
次も参照:

• レポートのプレビューについて
• グローバル POVのメンバーの選択
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• ローカル POVのメンバーの選択
• 有効な交差の操作
• レポート・プロンプトへの応答
• 親メンバーのズーム
• コンテンツへのドリル、ドリル・スルー、セルの添付およびコメント
• レポートの POVのプレビュー
• 条件付きテキストのドリル

レポートのプレビューについて
参照者ロールまたはユーザー・ロールがある場合、レポート設計者によって設定された選択内
容およびオプションによって、レポートのプレビュー時に各ディメンションのメンバーを選択
できます。
メンバー・セレクタに表示されるメンバーは、データ・ソースで定義されているユーザーのメ
タデータ・セキュリティによって異なります。メタデータ・セキュリティがディメンションの
メンバーのデータ・ソースで適用されている場合は、ディメンションのメンバーへのアクセス
権がないユーザーがレポートにアクセスすると、"メンバーが見つかりません"というエラーが
発生することがあります。
グローバル POVのディメンションはレポートの上部に表示され、ローカル POVのディメンシ
ョンは、そのディメンションの対応するグリッドまたはチャート(HTMLプレビューのみ)の上
部に表示されます。 POVの概要を参照してください。
レポート設計者がグローバル POV、グリッド列、グリッド行にプロンプトを追加している場
合、レポートのプレビュー時にプロンプトに応答します。
Narrative Reportingデプロイメントのレポートのプレビュー
ホーム・ページから Narrative Reportingデプロイメントのレポートをプレビューするには、次
のいずれかを実行します。
• 「ライブラリ」カードからレポートを選択します。
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• 「レポート」カードからレポートを選択します。
 

 

Enterprise Performance Management Cloudデプロイメントでのレポートのプレビュー
Oracle Enterprise Performance Management Cloudデプロイメントでレポートをプレビューす

るには、ホーム・ページで「レポート」 カード(Tax Reportingの「ライブラリ」カー
ド)を選択します。Enterprise Profitability and Cost Management、フリーフォーム、Planning
および Planningモジュールで、左ペインから「レポート」アイコンを選択します。Financial
Consolidation and Closeおよび Tax Reportingで、水平タブから「レポート」を選択します。
1. 「レポート」リストからレポートを選択します。
2. 「HTML」、「PDF」または「Excel」プレビューのいずれかを選択します。
 

 

グローバル POVのメンバーの選択
グローバル POVのメンバーを選択するには:

1. レポートの上部にある POVバーで、メンバーを選択するために使用可能なディメンショ
ン・ラベルをクリックします。
POVディメンションが使用不可(灰色のラベル)になっている場合は、そのディメンション
の選択を変更できません。

2. POVメンバー・リストに単一のメンバーが表示されている(レポート設計者が単一のメンバ
ーを選択した)場合は、プレビューから POVバーでメンバーをクリックし、「すべてのメン
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バー...」を選択するか、 、「メンバーの選択...」の順に選択し、追加のメンバーを選択
するためのメンバー・セレクタ・ダイアログをオープンすることで、そのディメンション
について選択を実行します。
同じディメンションに対して最近選択したメンバーもリストされます。

3. POVメンバー・リストに複数のメンバーがリストされている場合は、リストから単一のメ
ンバーを選択します。

4. レポート設計者がディメンションに対する追加の選択を有効にした場合は、「すべてのメン
バー...」をクリックしてメンバー・セレクタ・ダイアログをオープンし、ディメンション
に追加のメンバーを選択できます。

5. 複数の選択があるディメンションに対して設計者が「すべての選択の印刷」を有効にして、
レポートが PDFでプレビューされている場合は、レポートがメンバー選択ごとに個別のペ
ージに表示されるため、ディメンションは POVバーに表示されません。

6. オプション: 該当する場合は、その他のグローバル POVディメンションについてメンバー
の選択を繰り返します。

ノート
• グローバル POVで選択されたメンバーは、同じデータ・ソースのレポートの将来
のセッションのためにユーザーごとに保存されます。ディメンションに以前に選
択したメンバーは、同じデータ・ソースに対する別のレポートをオープンしたとき
にデフォルトで選択されます。

• 属性ディメンションがグローバル POVにある場合、レポートの設計者は属性ディ
メンションを最初のレポート問合せから除外することを選択できます。これによ
り、属性ディメンションには選択に対して-が表示されるようになります。POVメ
ンバーを選択できます。属性ディメンションはレポート問合せに含まれます。「除
外」が有効になっているときに、属性ディメンションに対する POVの選択内容
は、この後のセッションには保存されていません。プレビューを再実行すると、選
択内容は-にリセットされます。

• レポート結果が大きすぎてブラウザにレンダリングできない場合は、レポートを
PDFとしてダウンロードするように求めるプロンプトが表示されるため、ダウン

ロードする場合は を選択し、操作を取り消す場合は を選択しま
す。

• レポート視点の選択としておよびプロンプト内で代替変数およびユーザー変数が
使用される場合、変数値は、システムがデータ・ソースに最初に接続するときに取
得されます。メンバー・セレクタまたは POV(あるいはその両方)に変数の値が表示
されます。レポートの実行時に、最新の変数値が取得されます。ただし、ユーザー
のセッション中に変数値が変更された場合、ユーザーがログアウトしてから再度ロ
グインして新しいセッションに再接続するまで、変更はメンバー・セレクタまたは
POVに表示される変数値に反映されません。

• メンバー・セレクタを使用して、メンバー数が 25,000を超えるディメンションの
POVを選択する場合、メンバー・セレクタ内の検索はメンバー名のみ(別名ではな
い)に基づき、「次を含む」ではなく「次で始まる」タイプの検索が実行されます。
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ローカル POVのメンバーの選択
ローカル POVのメンバーを選択するには:

1. レポートを HTMLプレビューでプレビューします(ローカル POVは PDFプレビューでは
使用できません)。ローカル POVディメンションがあるグリッドまたはチャートの上部
で、メンバーを選択するために使用可能なディメンション・ラベルをクリックします。
POVディメンションが使用不可(灰色のラベル)になっている場合は、そのディメンション
の選択を変更できません。

2. POVメンバー・リストに単一のメンバーが表示されている(レポート設計者が単一のメンバ
ーを選択した)場合は、「すべてのメンバー ...」をクリックし、追加のメンバーを選択するた
めのメンバー・セレクタ・ダイアログをオープンします。
同じディメンションに対して最近選択したメンバーもリストされます。

3. POVメンバー・リストに複数のメンバーがリストされている場合は、リストから単一のメ
ンバーを選択します。

4. レポート設計者がディメンションに対する追加の選択を有効にした場合は、「すべてのメン
バー...」をクリックしてメンバー・セレクタ・ダイアログをオープンし、ディメンション
に追加のメンバーを選択できます。

5. オプション: 該当する場合は、その他のローカル POVディメンションについてメンバーの
選択を繰り返します。

6. ローカル POVで選択したメンバーは、別のレポートをオープンしたときには保存されてい
ません。ローカル POVでの選択は、単一のレポートの現在のセッションにのみ適用されま
す。

有効な交差の操作
次のトピックを参照してください:

• 有効な交差について
• 視点からの有効な交差についての理解
• グリッド・データでの有効な交差についての理解

有効な交差について
Cloud EPMプラットフォーム・ビジネス・プロセスでは、有効な交差ルールを含めるようアプ
リケーションを設定できます。たとえば、特定の製品が特定のエンティティに対してのみ有効
になるよう指定できます。また、有効な交差は、有効な交差ルールが定義されているディメン
ション間に視点(POV)メンバー・フィルタ処理を提供します。たとえば、「Entity」ディメンシ
ョンでメンバーを選択したときに、「Product」ディメンションには、選択した「Entity」に対
して有効なメンバーしかリストされません。
データ入力フォームで有効な交差を使用すると、ユーザーが表示または入力できるデータを事
前定義された有効な交差のデータに限定できます。レポートでは、レポートをプレビューする
ときに、有効な交差に対して POVメンバー・フィルタ処理が有効になり、グリッド・データ
には有効な交差のみが表示されます。
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Note

• 有効な交差の POVメンバー・フィルタ処理はレポート・グリッドでのみサポート
されます。ブックおよびバースティング定義はサポートされていないため、有効な
交差の POVメンバーのフィルタ処理は行われません。

• 有効な交差の POVメンバー・フィルタ処理がサポートされるのは、POVバーでメ
ンバーを選択した場合のみで、プロンプトで POVメンバーを選択した場合はサポ
ートされません。

• 有効な交差ルール内のメンバー値を持つ代替変数およびユーザー変数は POVメ
ンバー・フィルタ処理ではサポートされません。

レポートをプレビューするときに POVディメンションのメンバーを無効なメンバーを含めて
すべて表示するには、対象ディメンションの POVドロップダウン・リストまたは POVメンバ
ー・セレクタで「無効なメンバーの表示」を選択します。有効または無効の交差を表示するに
は、レポート・プレビューでレポートの「処理」メニューを使用して、「有効な交差のみを表
示」プリファレンスを選択または選択解除します。このプリファレンスはデフォルトでは選択
されておらず、そのユーザーの同じデータ・ソースに接続するすべてのレポートに適用されま
す。

Note

• 有効な交差の POVメンバー・フィルタ処理では追加の処理が発生するため、有効
な交差を有効にして POVにアクセスするとパフォーマンスに影響することがあ
ります。有効な交差ルール内のディメンションの数および定義されているルール
の数によってはパフォーマンスに影響が生じることがあります。

• 有効な交差ルールをメンバー数が 25,000を超える POVディメンションに対して
作成し、「有効な交差のみを表示」を有効にした場合、メンバー・セレクタで有効
なメンバーが、階層表示ではなくフラット・リストとしてレポートに表示されま
す。

• 次の 2つの項では、POVメンバー選択での有効な交差の操作およびレポート内のデータの
操作について説明します:

– 視点からの有効な交差についての理解
– グリッド・データでの有効な交差についての理解

• この例では、Cloud EPMビジネス・プロセス・アプリケーションに次のように有効な交差
ルールが設定されています。有効な交差ルールは有効な交差ルールの例を示しています。

• 「Entity」ディメンションで「403: Sales」メンバーが選択されているときに、「Product」
ディメンション内のすべての製品が選択可能になります。

• 「Entity」ディメンションで「410: International Sales」メンバーが選択されているときに、
「P_260: Game」、「P_270: Camera」および「P_280: Television」は選択不可になりま
す。その他のすべてのメンバーは選択可能になります。

• 「Entity」ディメンションで「421: Sales North East」メンバーが選択されているときに、
メンバー「P_220: Software Suite」および「P_250: Network Card」は選択不可になりま
す。その他のすべてのメンバーは選択可能になります。

有効な交差ルール

第 2章
レポートのプレビュー

レポートの操作
F28063-30
Copyright © 2016, 2025, Oracle and/or its affiliates.

October 23, 2025
Page 10 of 34



Related Topics

• 視点からの有効な交差についての理解
• グリッド・データでの有効な交差についての理解

視点からの有効な交差についての理解
この例では、「Entity」ディメンションと「Product」ディメンションのメンバーを選択し、有
効な交差ルールの範囲内でレポートの POVを変更します。

Note

この例で使用されている有効な交差ルールは、有効な交差についてを参照してくださ
い。

次のグリッド設計には、変更可能な「Entity」ディメンションと「Product」ディメンションが
POVに含まれており、次が選択されています:

• Entity: 「403: Sales」、「410: International Sales」、「421: Sales North East」
• Product: 「Children of P_TP2」。前述の有効な交差ルールで説明されている P_2*メンバー
が含まれています。
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有効な交差ルールに従い、次のようになります:

• 「Entity」ディメンションで「403: Sales」メンバーが選択されているときに、「Product」
ディメンション内のすべての製品が選択可能になります。「Product」ディメンションの
POV選択として「Children of P_TP2」が定義されているため、それらのメンバーのみが
レポートの実行時に表示されます。例:
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• 「Entity」ディメンションで「410: International Sales」メンバーが選択されているとき
に、「P_260: Game」、「P_270: Camera」および「P_280: Television」は選択不可になり
ます。その他のすべてのメンバーは選択可能になります。例:

 

 

• 「Entity」ディメンションで「421: Sales North East」メンバーが選択されているときに、
メンバー「P_220: Software Suite」および「P_250: Network Card」は選択不可になりま
す。その他のすべてのメンバーは選択可能になります。例:
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表示中の POVディメンションでは有効でない別のディメンション内の POVメンバーを選択
する際、すべてのメンバーを表示するには、POVリストまたはメンバー・セレクタで「無効な
メンバーの表示」を選択します。たとえば、Entity「421: Sales North East」メンバーと Product
「P_270: Camera」が選択されているとき、「Entity」POVリストに「410: International
Sales」メンバーは表示されません。同メンバーは Product「P_270: Camera」に対して有効
ではないためです。
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「Entity」リストに「410: International Sales」メンバーを表示するには、「無効なメンバーの
表示」を選択します。
 

 
または、「処理」メニューを使用してレポートをプレビューしているときに、「有効な交差のみ
を表示」プリファレンスを選択または選択解除して、有効または無効の交差を表示することも
できます。
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Note

「Entity」ディメンション「410: International Sales」と「Product」ディメンション
「P_270: Camera」が選択されている場合、これは無効なデータの組合せであることか
ら、レポートに次のメッセージが表示されます:
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グリッド・データでの有効な交差についての理解
この例は、グリッドに「Entity」および「Product」ディメンションを含むグリッドで、無効な
データの組合せが非表示になる様子を示しています。

Note

この例で使用されている有効な交差ルールは、有効な交差についてを参照してくださ
い。

次のグリッド設計の内容は次のとおりです:

• 列: Entity: 「403: Sales」、「410: International Sales」、「421: Sales North East」
• 行: Product: 「Children of P_TP2」
 

 
グリッドのプレビュー時に無効な交差のデータは#MISSINGと表示されます。
• 「403: Sales」メンバーがある 1列目では、すべての製品のデータが表示されます。「403:

Sales」に対してすべての製品が有効であるためです。
• 「410: International Sales」メンバーがある 2列目では、一部の製品のデータ(「P_260:

Game」、「P_270: Camera」および「P_280: Television」)が#MISSINGとして表示されま
す。それらのメンバーは「410: International Sales」に対して無効であるためです。

• 「421: Sales North East」メンバーがある 3列目では、一部の製品(「P_220: Software
Suite」および「P_250: Network Card」)のデータが#MISSINGとして表示されます。それ
らのメンバーは「421: Sales North East」に対して無効であるためです。
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レポート・プロンプトへの応答
(「すべての選択の印刷」が有効化されている)グローバル POV、グリッド列またはグリッド行に
レポート設計者がプロンプトを追加している場合、レポートをプレビューするときに「メンバ
ーの選択」ダイアログ・ボックスでプロンプトに対してメンバーを選択します。設計者が指定
した選択リストから選択することも、設計者が選択リストを指定していなかった場合は自分が
アクセス権があるディメンションのすべてのメンバーから選択することもできます。プロンプ
トを手動で入力することもできますが、次の動作と制限事項があります:

• 実行時プロンプト・ダイアログでプロンプトに表示されているものに基づいてメンバーの
(一意の)名前または別名を入力します。表示され、プロンプト・ダイアログの手動入力に必
要なメンバー・ラベル(名前または別名)は、次の条件に基づいています。
– POVのプロンプトの場合、必要なメンバーまたは別名は、レポートを実行するユーザ
ーが「処理」メニューで「メンバー・ラベル」に選択したプリファレンスに基づきま
す。レポートを開くときに「メンバー名」を選択した場合、入力にはメンバー名が必
要です。プリファレンスを「別名」に切り替えてからレポートを再オープンすると、
POVプロンプトにメンバー別名が必要になります。

– グリッドの行と列のプロンプトの場合、必要なメンバーまたは別名は、レポート設計
者によってプロンプトが選択されたセグメントに表示されるメンバー・ラベルに基づ
きます。たとえば、プロンプトが存在するメンバーの行セグメントに別名が表示され
る場合、結果のプロンプトではエンド・ユーザーが別名を入力する必要があります。

– "両方"のメンバー・ラベルが「メンバー・ラベル」のユーザー・プリファレンスまたは
表示されるグリッド・セグメント・メンバー・ラベルのいずれかに定義されている場
合、プロンプト選択のテキスト・エントリではメンバー名と別名の両方の選択はサポ
ートされていないため、常にプロンプトでメンバー名が必要です。

ノート
共有メンバーを選択する場合は、ユーザー・インタフェースに表示される一意のメ
ンバー名を入力する必要があります。

• 複数選択プロンプトの場合は、カンマをセパレータとして使用することで複数のメンバー
を入力できます。メンバー名にカンマが含まれている場合は、複数のプロンプトを手動で
入力するのではなく、メンバー・セレクタを使用する必要があります。
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• メンバー入力では大/小文字が区別されます。
• 無効なエントリがある場合は、「取消」をクリックする以外は、ダイアログを終了する前に
それらのエントリに対処する必要があります。

このダイアログ・ボックスでは、レポート POV、グリッド行および列のプロンプトがグループ
化されます。プロンプトの例に、レポート POV、そしてグリッド 1の行および列でグループ化
されているプロンプトの「メンバーの選択」ダイアログ・ボックスの例を示します。

図 2-1 プロンプトの例

レポート設計者がプロンプトにデフォルトのメンバーを指定している場合、それがプロンプ
ト・フィールドに表示されます。

をクリックしてメンバー・セレクタをオープンし、プロンプトに表示するメンバーを選択
します。すべての選択をデフォルト値に戻すには「リセット」をクリックします。

ノート
プロンプトでの選択は、レポートをプレビューしている間、現在のセッションで保持
されます。
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親メンバーのズーム
レポート設計者が親メンバーのズームを有効にしている場合は、HTMLでレポートをプレビュ
ーするときに、行または列を親メンバーとともに展開して、その子、子孫または最下部レベル
のメンバーを表示できます(レポート設計者のズームの設定方法による)。レポート設計者は、
グリッド全体または特定の行や列セグメントのズームを有効にしたり、ズームする親メンバー
を選択できるアドホック分析を有効にできます。レポート設計者のズーム設定方法に応じて、
ズームされたメンバーは親メンバーの前または後に表示されます。アドホック・モードの操作
を参照してください。
HTMLプレビューでは、ズームが有効になっている親メンバーに アイコンが表示されます。
再度ズーム・アウトするには、 をクリックします。
 

 
特定の行または列をズームすると、ズームされたメンバーはそのまま保持され、次の処理の実
行時に表示されます。
• PDFプレビューへの切替え
• レポートを PDFとしてダウンロード
• レポートをスナップショットとして保存
• POVの変更

コンテンツへのドリル、ドリル・スルー、セルの添付およびコ
メント

レポート・デザイナが「コンテンツへのドリル」リンクをグリッド・セルに追加した場合、ま
たはデータ・ソースにソースまたはセル・ファイル添付(あるいはその両方)へのドリル・スル
ーが存在し、レポートで表示できる場合は、HTMLでレポートをプレビューするときにそのリ
ンクをクリックして、ターゲット・レポート、文書、URL、ドリル・スルーまたはセル・ファ
イル添付を起動できます。
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1つのセルに対して複数のドリル定義が存在する場合は、ドロップダウン・ボックスにすべて
の定義が表示されます。起動するリンクをクリックすると、別のブラウザ・タブにターゲット
が表示されます。
 

 
レポートまたはグリッド・セルに添付されたセル・ノートまたはテキスト・コメントを表示す
ることもできます。完全なノート・テキストを表示するには、コンテキスト・メニューの上に
マウスを置きます。
次に例を示します。
 

 

レポートの POVのプレビュー
「ユーザー・プリファレンス」タブで「POVのプレビュー」を選択した場合、レポートをオー
プンまたはプレビューするには、

を選択してデータをリフレッシュする必要があります。
Narrative Reportingデプロイメントの場合:

レポート・プリファレンス・タブに移動します。ユーザー・プリファレンスの管理を参照して
ください。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementデプロイメントの場合:
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「ユーザー・プリファレンス」タブ、「レポート」の順に移動します。
 

 

条件付きテキストのドリル
HTML形式のレポートをプレビューするとき、テキスト・ボックスに条件付きテキストが表示
されている場合は、関連するズーム対応グリッドを含む新規ブラウザ・タブにテキストからド
リルして、さらに分析を行うことができます。
たとえば、サンプル・レポート 6 (条件付き書式および抑制)を使用すると、テキスト・ボック
ス内のすべての条件付きテキストはハイパーリンクとして表示されることに注意してくださ
い。最初の行のテキスト「USA Revenue of 65,172,091」をクリックすると、別のブラウザ・
タブにズーム対応グリッドがオープンし、そこで親メンバーをズームして詳細データを表示で
きます。
ソース・ページ: ハイパーリンクとして表示された条件付きテキスト情報のすべての分析を表示
できます。
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ターゲット・ページ: いくつかの行の親メンバーがズームされた状態のターゲット・グリッドを
表示できます。
 

 

レポートの表示
「処理」メニューを選択すると、レポートを様々な方法で表示できます。

レポートを表示している場合は、 を選択した後、次の操作を実行できます。
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• Excel、「HTML」または「PDF」でレポートをオープンします。
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ノート
– レポートでは、メタデータ・キャッシュが利用され、検索などのメンバー問合
せおよびメンバー選択操作が迅速になります。キャッシュが生成され、セッシ
ョン中にレポートが初めてアクセスされたときに、各エンド・ユーザー用に移
入されます。これにより、レポートが最初に実行されるときにわずかなオーバ
ーヘッドが発生する可能性があります。

– POVディメンションに対して「すべての選択の印刷」が有効の場合、POVメ
ンバーの固定リストが PDFまたは Excelに、各メンバーが独立したページま
たはワークシートに配置された状態で出力されます。これら 2つの形式のレ
ポート実行時にすべてのメンバーが取得されます。HTMLプレビューでは、最
初の POV選択のみ取得されます。

– レポートの出力は、レポートのプレビュー時に行われた選択に基づいて保持さ
れます。たとえば、選択を「HTML」から「Excel」に変更した場合、レポー
トを実行するたびに出力は Excelワークブック(Smart Viewでリフレッシュ不
可)にレンダリングされ、ローカル・マシンにダウンロードされます。

– レポート結果が大きすぎてブラウザにレンダリングできない場合は(グリッ
ド・セル数の制限の 180000がある HTMLまたは PDFサイズ制限の 10MB)、
レポートを PDFとしてダウンロードするように求めるプロンプトが表示され
るため、ダウンロードする場合は を選択し、操作を取り消す場合は

を選択します。
– レポートでカスタムのアップロード済フォントを使用している場合は、フォン
トが正しくレンダリングされるよう、使用されているすべてのカスタム・フォ
ントをクライアント・マシンにインストールする必要があります。

• Excel形式でダウンロード - レポートを Excelワークブックとしてダウンロードでき、これ
は Oracle Smart View for Officeでリフレッシュできます。後で POVを変更し、プロンプト
に応答できます(該当する場合)。

• Excelアドホックとしてダウンロード - Oracle Smart View for Officeで、レポート・グリッ
ドを Excelアドホックとしてダウンロードした後、使用可能なアドホック操作を実行でき
ます。

ノート
Webブラウザで、Smart Viewリンク・ファイルがダウンロードされます。ファイ
ルをクリックして、Excelを起動します。それぞれのデータ・ソースのログイン・
ページにサインオンするよう求められます。アクティブなデータ・ソース接続がす
でに存在する場合、サインオン・ダイアログは表示されません。

詳細は、Smart Viewでのレポートの操作を参照してください
• PDFとしてダウンロード - レポートを PDFとしてダウンロードできます。
レポートの PDFプレビューには次の機能があります。
– サムネイル・サイドバーの切替え
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– 文書内のテキストの検索
– 前/次のページへの移動
– 入力されたページ番号への移動
– 「ズーム・イン」/「ズーム・アウト」ボタン
– ズーム・レベルの選択(例: %s、自動、「ページ幅」など)

– プレゼンテーション・モードに切替え
– 文書の印刷
– 文書のダウンロード
– 他のナビゲーションおよび表示ツール

• POVバーを表示または非表示にします。
• レポートをリフレッシュします。
• メンバー名、別名または両方を使用するメンバーの表示方法を選択します。
レポートに使用する別名表も選択できます。

• 書込みアクセス権が付与されているフォルダにレポートをスナップショットとして保存、
またはレポートをライブラリの「マイ・ライブラリ」フォルダに保存します。

ノート
レポートにコンテンツへのドリル、セルの添付またはコメント(あるいはその両方)
が定義されている場合、スナップショットへの保存処理に時間がかかることがあり
ます。これは、外部コンテンツへのドリル・リンクはすべて、保存時に取得および
処理する必要があるためです。

• レポート設計者がアドホック・モードを有効にしている場合は、レポートのグリッドにズ
ーム・オプションを設定します。
アドホック・モードの操作を参照してください。
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• Narrative Reportingデプロイメントで、レポートに「ノート」が存在し、システムで生成
AI (GenAI)が有効になっている場合は、「ノートのサマリー」を選択できます。
 

 

ノート

の「HTML」または「PDF」、「POVの表示」、「メンバー・ラベル」、「別名表」お
よび「ズーム」設定の選択内容は、そのユーザーの将来のセッションのために保存さ
れます。

アドホック・モードの操作
レポート設計者がレポートに対してアドホック・モードを有効にしている場合は、レポート内
のすべてのグリッドで親メンバーにズーム・インできます。ズームすると、HTMLでレポート
をプレビューするときに、行または列の親メンバーを展開して、その子、子孫または最下部レ
ベルのメンバーを表示できます。ズーム機能を使用する前に、ズーム・オプションを設定する
必要があります。
アドホック・モードで操作するには:

1. メニューから、ズーム・オプションを選択します。(下にスクロールしてメニュー項目
を表示する必要がある場合があります。)

ノート
レポート設計者がレポートに対してアドホック分析を有効にしていない場合、ズー
ム・オプション・メニュー項目は表示されません。

2. ズーム・レベルを設定するには、「ズーム」の横にある「オフ」をクリックし、有効にする
ズーム・レベルを選択します。
• オフ(デフォルト)
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• 子にズーム
• 最下部にズーム
• 子孫にズーム

3. 前にズームで、クリックして「False」(ズーム・インされたメンバーを親メンバーの後に
表示)と「True」(ズーム・インされたメンバーを親メンバーの前に表示)を切り替えます。

ズーム・オプションは、将来のセッションでアドホック・モードが有効になったレポートで再
利用するために、ユーザーごとにプリファレンスとして保存されます。

Smart View でのレポートの操作
レポートでは次のことができます。
• レポートを Excelワークブックとしてダウンロードします。これは Oracle Smart View for

Officeでリフレッシュできます。後で POVを変更し、プロンプトに応答できます(該当す
る場合)。

• Smart Viewで Excelアドホックとしてレポート・グリッドをダウンロードし、使用可能な
アドホック操作を実行できます。

Smart View for Excelでは次のことができます:

• Excelワークブックとしてレポートをインポートします。
• アドホック・グリッドとしてレポートのグリッドをインポートし、直接データ・ソースを
対象にピボットやメンバー選択などのサポートされるアドホック操作をグリッド上で実行
します。グリッドを保存して、レポート・パッケージ・ドックレットの埋込みコンテンツ
用のソースとして使用できます。Smart Viewでのレポートの操作を参照してください。

関連トピック:

• 「Excel形式でダウンロード」の操作
• Excelアドホックとしてのグリッドのダウンロードの操作
「Excel形式でダウンロード」の操作
• レポートを Excelにダウンロードすると、新しい Excelワークブックが作成されます。レ
ポートの 1つ以上の POVディメンションで「すべての選択の印刷」が有効になっている場
合、レポートの各メンバーの組合せに対してそれぞれの印刷可能なページが別々のワーク
シートを生成します。

ノート
ワークシート名はレポート名を反映し、「すべての選択の印刷」が設定された最初
の POVディメンションが後に続き、Excelの 31文字の制限を満たすように必要に
応じてシート名が切り捨てられます。

• Smart Viewで Narrative Reportingに接続すると、レポートの「リフレッシュ」が使用可能
になり、該当する場合は POVの変更およびプロンプトへの応答を実行できます。

• Excelとの間でのレポートのインポートまたはエクスポートで 3桁区切りおよび小数点記
号が正確に表示されるには、データ書式設定に関連するユーザーのWindows地域設定、お
よび 3桁区切りおよび小数点記号についての Excel拡張データ書式設定オプションが、
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Excelでの正しいレンダリングのための 3桁区切りおよび小数点記号についてのレポー
ト・デザイナでの指定と同じである必要があります。

• Smart Viewにアクティブな接続がない場合、レポートはリフレッシュ・オプションがない
静的レポートをオープンします。

• レポートのテキスト・ボックスは、インポートされた Excelワークシートのイメージに変
換されます。場合によっては、レポートの表示にあわせて Excelのイメージ・ボックスの
サイズを手動で変更する必要があります。

ノート
テキスト・ボックス内で使用されるフォントがクライアント・マシンにインストー
ルされていない場合、Excelにインポートまたはエクスポートしたときにレポー
ト・テキスト・ボックスがゆがんで表示されたり、テキストが重なって表示される
場合があります。これを修正するには、テキスト・ボックス内で使用されている欠
落フォントをクライアント・マシンにインストールします。

• グリッドのデータ値は、セルの数値書式設定で定義されたとおりに、スケーリングされた
値としてグリッドから Excelにインポートされます。グリッドの基礎となるスケーリング
されていないデータ値は、Excelに引き継がれません。
たとえば、レポート・グリッドの基礎となるスケーリングされていないデータ値が
"138,552,696"であり、セルの数値書式設定が"千"でスケーリングされる場合、Excelのレ
ポート・プレビューでは値が"138,552"と表示されます。"138,552"がセルに表示され、算
式バーには書式設定されていない値の"138552"が表示されます。

レポートと Excelにレンダリングされたレポートの相違の詳細は、 レポートの設計 のレポート
と Excelにインポートされたレポートの相違を参照してください。

ノート
ワークシートで Excelによってサポートされている行および列の最大数は、1,048,576
行および 16,384列です。Excelへのレポートのエクスポートは、この制限を超えると
エラーになることがあります。

Excelアドホックとしてのグリッドのダウンロードの操作
グリッドを Excelアドホックとしてダウンロードすると、Webブラウザで Smart Viewリン
ク・ファイルがダウンロードされます。ファイルをクリックして、Excelを起動します。それ
ぞれのデータ・ソースのログイン・ページにサインオンするよう求められます。アクティブな
データ・ソース接続がすでに存在する場合、サインオン・ダイアログは表示されません。
• Webでレポートを表示しているときは、「Excelアドホックとしてダウンロード」オプショ
ンは「HTML」プレビューでのみ使用できます。

• レポートの書式設定は、Excelで保持されません。
• Excelでの出力データは、Smart Viewのオプションに基づきます。書式設定に関するすべ
ての設定を確認します。詳細は、Smart Viewのオプションの設定を参照してください。

• この機能は、非表示のグリッドでは使用できません。
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ノートの操作
ノートにより、エンド・ユーザーがノート・ボックスで、またはノート行やノート列を利用し
てグリッドにインラインで、レポートに POVベースのナラティブ・テキストを入力するため
の構造化ソリューションが提供されます。
ノート・ボックスは、グリッドやチャートとともに、書式設定されたレポートにノートを表示
します。レポート構造およびナラティブの要件がエンティティ、部門などの間で統一されてい
る場合、ノート・ボックスを利用できます。レポートでは、HTMLでレポートをプレビュー中
に、レポート設計者によってノート・テンプレートが挿入されたノート・ボックスにノートを
入力できます。
ノート列またはノート行からのノートのインライン・グリッド・エントリでは、HTMLでレポ
ートをプレビューしながら、POVベースのコメントをグリッドに直接入力および表示できま
す。
ノートは、ノート・テンプレート(ノートおよび POV選択ごとに 1つのテンプレート)でレポー
トに表示するか、またはノート・テキスト関数または GridNotesテキスト関数を使用してレポ
ートに表示できます。
ノート・テキスト関数は、ノートをテキスト・ボックスでレポートに表示する堅牢かつ柔軟な
方法を提供します。
GridNotesテキスト関数は、グリッドのテキスト行、テキスト列またはテキスト・セルに、グ
リッドの POVに基づいてノートを表示します。

ノート
この機能は、Narrative Reportingデプロイメントでのみ使用可能です。

レポート・プレビューにおけるノート・テキストの入力
レポートのプレビュー時にノート・テキストを入力します。
レポートのノート・ボックスにノート・テキストを入力するには:

1. レポートを HTMLで「プレビュー」し、レポートについて必要な POVを選択できます。
2. 「ノート」の右上にある「編集」をクリックして、「ノート」エディタをオープンします。
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3. 「ノート」エディタが表示され、ここでテキストを入力したり、必要に応じて書式設定を
し、「OK」をクリックしてノートを提出します。

4. ノート・テキストがレポート・プレビューに表示されます。
 

 

インライン・グリッドによるノート・テキストの入力
インライン・グリッドを使用したノート・テキストの入力。

Note

ノート行またはノート列セグメントに「ノート」を入力するとき、「ノート」エント
リ・ボックスを使用すると、ノート内に入力されたテキストに異なるフォント書式を
定義できます(たとえば、フォント・タイプとサイズ、太字、斜体、下線など)。ただ
し、グリッド・セルでは、ノート・セルのセルの書式設定プロパティで定義されてい
る単一のフォント書式のみがサポートされるため、「ノート」エントリ・ボックスに入
力した書式は、ノート行または列セグメントに表示されません。

1. レポートを HTMLで「プレビュー」し、レポートについて必要な POVを選択できます。
2. グリッドのノート・セルで、ノート・セルの右上にある「編集」をクリックし、ノート・
エディタをオープンします。
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3. ノート・エディタが表示されたら、テキストを入力し、「OK」をクリックしてノートを提
出できます。
 

 

4. ノート・テキストがノート・セルに表示されます。
 

 

ノート・テキスト・ボックスの操作
テキスト・ボックスがデータ・ソースに対応(つまり、テキスト・ボックスで POVが有効化お
よび定義され)し、かつそこにノート・テキスト関数が挿入されている場合は、ディメンション
のセカンダリ POVから選択して、メイン POV選択に基づいて子、子孫または最下部レベルの
メンバーを表示できます。たとえば、エンティティ選択が Division Aで、エンティティのテキ
スト・ボックスのセカンダリ POV選択が「子孫」である場合、ノート・テキスト関数は、
Division Aのすべての子孫のノートを返します。
ノート・テキスト・ボックスを操作するには:
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Note

次のステップに進む前に、テキスト・ボックスがデータ・ソースに対応し、レポート
に名前付き POVが定義され、オプションで、少なくとも 1つのディメンションでセカ
ンダリ POVを表示するために「テキスト POVによる制御」が有効化され、ノート・
テキスト関数が挿入されているとします。

1. ノート・テキスト関数が挿入および構成されたテキスト・ボックスを含む、レポートをオ
ープンします。

2. レポートのグローバル POVを変更し、テキスト・ボックスでノートを取得および表示しま
す。

3. テキスト・ボックスでセカンダリ POV選択が有効になっている場合、セカンダリ POVの
ドロップダウンをクリックして、次のいずれかの使用可能なオプションを選択できます。
• メンバー(CurrentPOV)

• CurrentPOVの子
• CurrentPOVの子(包含)

• CurrentPOVの子孫
• CurrentPOVの子孫(包含)

• CurrentPOVの下位メンバー
• CurrentPOVの下位メンバー(包含)

例:

次の例では、エンティティ E01がレポートのグローバル POVで選択されています。テキ
スト・ボックスのセカンダリ POVでは「E01の下位メンバー」が選択され、テキスト・ボ
ックスのノート・テキスト関数により、E01の最下部のすべてのノートが返されます。
 

 
「E01の子」を選択する場合、ノートのより小さいリストがテキスト・ボックスに表示され
ます。
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3
ブックの表示および操作

ブックについて
ブックを使用すると、1つ以上のレポート、ブックおよび他の文書をグループ化して、単一の
PDF出力を生成できます。オプションで、目次(TOC)定義を挿入したWord文書、共通マージ
ン、ページ・ヘッダーとフッターを使用して、カスタマイズ可能な目次を含めることができま
す。
レポートは、複数メンバー選択に対して実行できます。たとえば、複数の部門またはエンティ
ティに対して 1つ以上のレポートを実行できます。セクションを挿入して、複数のレポートお
よびメンバー選択をループできます。また、セクションを使用して、目次表示用に複数のレポ
ートを 1レベルにグループ化できます。
次の高レベル機能を備えています。
• レポート、他のブック、Word文書および PDF文書をブックに挿入できます。Word文書お
よび PDF文書はライブラリにアップロードする必要があり、ローカル・ファイル・システ
ムからは挿入できません。

• 目次の書式設定とレイアウトに加えて、ブック内の文書ごとに表示される情報もカスタマ
イズできます。

• レポートまたはセクションごとにカスケードする視点(POV)メンバーを選択できます。
• ブックの実行時に POVを選択できます。
• 異なる階層レベルおよびディメンション選択でカスケードするのに使用できる、複数レベ
ルのセクションを作成できます。

• 「ページ設定」機能を使用して、ページ番号、マージンおよびヘッダーとフッターを定義で
きます。

ブックを作成する場合は、次の点に注意してください。
• 最初のリリースでは、ブック機能は、1つのブックに対して 1つのデータ・ソースに制限
されます。

• ブック・デザイナからプロンプトを設定する必要があり、ブックの実行している間は応答
できません。

• ブックに PDFまたは Microsoft Wordファイルを追加すると、このような文書にユーザーの
POVバーは表示されません。

ノート
ブックに文書を追加すると、ライブラリへのリンクが参照されます。実際の文書はブ
ックにコピーされません。
実際には、目次定義がブックにコピーされ、ライブラリのソース文書にはリンクされ
ません。
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ブックへのアクセス
Narrative Reportingデプロイメントの場合:

ブックにアクセスするには、ホーム・ページから「ブック」または「ライブラリ」カードを選
択します。
Narrative Reportingからブックにアクセスするには:

1. 「ブック」システム・フォルダまたはシステム以外のフォルダから、 をクリックし、メ
ニューから「ブック」を選択して「ブック」を作成できます。
 

 

2. 「ブック」パネルから、 をクリックします。
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3. ホーム画面から、「作成」をクリックし、「ブック」を選択します。
 

 

ノート
「ブック」パネルで、既存のブックのリストを「最近」、「お気に入り」および「す
べて」でフィルタ処理できます。

詳細は、「Narrative Reportingへようこそ」および「ライブラリについて」を参照してください
ホーム・ページから移動を開始する場合は、システム生成された「ブック」フォルダから、自
分が作成またはアクセス権(表示権限)が付与された「ライブラリ」の個人用のフォルダから、
および下のイメージに示すようなホーム・ページから「レポート」または「ライブラリ」のア
イコンを選択することで、「ブック」にアクセスできます
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Enterprise Performance Management Cloudデプロイメントの場合:

ブック作成ウィンドウにアクセスします。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementサービスから

「レポート」カードを選択し、左ペインから「レポート」アイコンを選択し、コンテンツ・ペイ
ンの上部にある「作成」ドロップダウン・メニューをクリックして、「ブック」をクリックして
ブック作成ウィンドウを起動します。
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ノート
ただし、Tax Reporting Cloudサービスの場合、「ライブラリ」にナビゲートし、「レポ
ート」タブを選択する必要があります。

ブックのプレビュー
ブックのプレビューについて
参照者ロールがある場合、ブック・デザイナによって設定された選択内容によって、ブックの
プレビュー時に、使用可能な POVディメンションのメンバーを選択できます。
POVディメンションはブックの上部に表示されます(ブックの POVのプレビューを参照)

ブックをプレビューするには:

Narrative Reportingデプロイメントでは、次のいずれかが可能です。
1. 「ライブラリ」カードからブックを選択します。

 

 

2. 「ブック」カードからブックを選択します。
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Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementデプロイメントの場合:

1. 「レポート」

カード(Tax Reportingの「ライブラリ」カード)を選択します。Enterprise Profitability and
Cost Management、フリーフォーム、Planningおよび Planningモジュールで、左ペインか
ら「レポート」アイコンを選択します。Financial Consolidation and Closeおよび Tax
Reportingで、水平タブから「レポート」を選択します。

2. ブックを選択し、

アイコンをクリックして PDFプレビューにブックを起動します。
 

 

ブック POVのメンバーの選択
ブック視点を設定するには:
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1. ブック・デザイナの編集モードでブックをオープンします。
2. ブック・エディタの上部にある POVバーでディメンションのラベルをクリックし、そのデ
ィメンションのメンバー・セレクタをオープンします。

ノート
POVディメンションが使用不可(灰色のラベル)になっている場合は、そのディメン
ションの POV選択を変更できません。

3. ブック・デザイナに単一の POVメンバーが表示される場合。ブックのプレビュー時に、
POVバーのメンバーをクリックし、「すべてのメンバー ...」を選択して「メンバー・セレク
タ」ダイアログをオープンして追加メンバーを選択することによって、そのディメンショ
ンに対する選択を行うことができます。
• 「すべてのメンバー ...」を選択して「メンバー・セレクタ」ダイアログをオープンして
追加メンバーを選択します。
 

 

• オプション: 同じディメンションに対して最近選択したメンバーもリストされます。
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• オプション: POVメンバー・リストに複数のメンバーがリストされている場合は、リ
ストから単一のメンバーを選択します。

4. 残りの POVディメンションに対して、メンバーの選択と POVオプションの設定を必要に
応じて続行します。

ノート
ブック視点の選択として代替変数およびユーザー変数を使用する場合、変数値は、シ
ステムがデータ・ソースに最初に接続するときに取得されます。メンバー・セレクタ
または POV(あるいはその両方)に変数の値が表示されます。ブックの実行時に、ブッ
ク内のレポートに対して最新の変数値が取得されます。ただし、ユーザーのセッショ
ン中に変数値が変更された場合、ユーザーがログアウトしてから再度ログインして新
しいセッションに再接続するまで、変更はブックのメンバー・セレクタまたは POVに
表示される変数値に反映されません。
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ブック・プロンプトへの応答
(「すべての選択の印刷」が有効化されている)グローバル POV、グリッド列またはグリッド行に
レポート設計者がプロンプトを追加している場合、レポートをプレビューするときに「メンバ
ーの選択」ダイアログ・ボックスでプロンプトに対してメンバーを選択します。プロンプトを
手動で入力することもできますが、次の動作と制限事項があります:

• 実行時プロンプト・ダイアログでプロンプトに表示されているものに基づいてメンバーの
(一意の)名前または別名を入力します。

Note

共有メンバーを選択する場合は、ユーザー・インタフェースに表示される一意のメ
ンバー名を入力する必要があります。

• 複数選択プロンプトの場合は、カンマをセパレータとして使用することで複数のメンバー
を入力できます。メンバー名にカンマが含まれている場合は、複数のプロンプトを手動で
入力するのではなく、メンバー・セレクタを使用する必要があります。

• メンバー入力では大/小文字が区別されます。
• 無効なエントリがある場合は、「取消」をクリックする以外は、ダイアログを終了する前に
それらのエントリに対処する必要があります。

ブック内のレポートにプロンプトが含まれている場合は、ブックの実行時にプロンプトに応答
できます。設計者が指定した選択リストから選択することも、設計者が選択リストを指定して
いなかった場合は自分がアクセス権があるディメンションのすべてのメンバーから選択するこ
ともできます。
ブックのプレビュー時にプロンプトに応答するときには、次のいずれかを使用できます:

• 「フル」モード: すべてのレポートおよび挿入されたブックのすべてのプロンプトが別個に
表示されます。

• 「コンパクト」モード: レポート間で重複するプロンプト(同じデータ・ソースに対する同じ
ディメンション、プロンプト・ラベル、選択リスト、デフォルトの選択、および「複数選
択の許可」設定)が統合されます。

ブックのプレビュー時にプロンプトに応答するには:

1. ライブラリでブックをクリックするか、ブックの編集時に「プレビュー」をクリックする
ことで、ブックをプレビューできます。

2. 「プレビュー時の値のプロンプト」を有効にして構成されているレポートのプロンプトがブ
ックにある場合、「プロンプト」ダイアログが表示されます。「プロンプト」ダイアログに
は、「コンパクト」と「フル」の 2つのモードがあります。

3. 「コンパクト」を選択して、レポート間で重複するプロンプト(同じデータ・ソースに対す
る同じディメンション、プロンプト・ラベル、選択リスト、デフォルトの選択、および「複
数選択の許可」設定)を統合して表示します。
または
「フル」を選択して、すべてのレポートおよび挿入されたブックのすべてのプロンプトを別
個に表示します。
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Note

• 選択は、選択が行われたモード(「コンパクト」または「フル」)にのみ適用され
ます。

• 挿入されたブックの「プロンプト」は"ノード"・レベルで公開され、挿入され
たブックのすべてのプロンプトの「コンパクト」リストが常に表示されます。

 

 

4. プロンプトごとに、「メンバーの選択」 をクリックしてメンバー・セレクタをオープ
ンし、目的の選択を行うか、プロンプト選択を手動で入力します。「すべてのプロンプト選
択のリセット」 をクリックして、プロンプト選択の変更を元のレポート・プロンプト
選択にリセットすることもできます。

5. すべてのプロンプトの選択が完了したら、「OK」をクリックしてブックのプレビューを続
行します。

ブックの POVのプレビュー
「ユーザー・プリファレンス」で「POVのプレビュー」を選択した場合、ブックをオープンま
たはプレビューするには、

を選択してデータをリフレッシュする必要があります。
Narrative Reportingデプロイメントの場合:
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レポート・プリファレンス・タブに移動します。ユーザー・プリファレンスの管理を参照して
ください。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementデプロイメントの場合:

「ユーザー・プリファレンス」タブ、「レポート」の順に移動します。
 

 

ブックの表示
ブックを表示すると、「処理」メニュー・オプションを選択して次のタスクを実行できます。
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ノート
レポートの出力タイプは、レポートのプレビュー時に行われた選択に基づいて保持さ
れます。たとえば、選択を「HTML」から「Excel」に変更した場合、レポートを実行
するたびに出力は Excelワークブックに変換され、ローカル・マシンにダウンロード
されます。

プレビュー・モードを切り替えるには:

• 「PDF」を選択した場合、ブックは PDF書式で実行され、「PDFとしてダウンロード」を選
択してから、「ローカル」または「ライブラリ」を選択できます。
 

 

• 「Excel」を選択した場合、ブックは Excelワークブックとして実行され変換されます。フ
ァイルをローカルにダウンロードできます。また、「Excel形式でダウンロード」を選択
し、「ローカル」または「ライブラリ」のいずれかを選択できます。
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ブックを Excel形式でダウンロードする場合:

– レポートのみが Excel出力に含まれます。ブックに「Word」または「PDF」文書や挿
入されたブックが含まれている場合、それらは「Excel」出力に含まれません。

– ブック・デザイナの「プロパティ」パネルで定義された目次見出しに基づいて、個々
のレポート・ワークシートへのリンクがある目次(TOC)シートが生成されます。Excel
の最大ワークシート文字数は 31のため、該当する場合は、31文字の制限にあわせて
ワークシート名が切り捨てられます。

• ブックをリフレッシュできます。
• 「メンバー・ラベル」(「別名」、「メンバー名」または「両方」)をクリックして、POVメンバ
ーを表示できます。

• ブックの別名表を選択できます。
サイズ変更やブック実行の観点から、ブックのガバナーは次のとおりです。
• 500を超えるカスケード式があり、すべてのセクションとレポートに対するすべての POV
ディメンション選択の組合せである場合、ブックは実行されず、最大カスケード式エラー
が返されます。この最大値は、すべての POVディメンション選択の積です。
たとえば、2つの POVディメンションがあるセクションがあり、次の数の選択があるとし
ます。
– Entity = 100 selections

– Account = 6 selections

100 x 6 = 600は、許可されるガバナー数を超えています。
• 実行可能なカスケード式の数(ブックまたはレポート)が 200を超える場合、ブックは実行さ
れず、最大カスケード式エラーが返されます。この最大値は、POV選択に基づいて、すべ
ての結果のブックおよびレポート出力の数です。
たとえば、1つの POVディメンションがあるセクションがあり、3つのレポートで 100の
選択があるとします。
100 x 3 = 300は、許可されるガバナー数を超えています。
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4
リモート・ライブラリでのレポート・アーティファクトの操作

Narrative Reportingのリモート・ライブラリを使用すると、同じドメイン上の Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Managementプラットフォーム・インスタンスのレポート・ア
ーティファクトにアクセスできます。Narrative Reportingライブラリでは、ユーザーはリモー
ト・ライブラリでレポート・アーティファクトを参照し、レポートをオープンしたり、Cloud
EPMプラットフォームから Narrative Reportingにコピーすることができます。
サポートされるアーティファクトには、レポートおよびレポート・スナップショット、ブック、
バースティング、Microsoft Officeファイルおよび PDFがあります。

Note

• リモート・ライブラリは、サービス管理者によって構成されます。
• リモート・ライブラリにアクセスする Narrative Reportingユーザーは、ユーザー
である必要があり、「接続」でアーティファクトに対するアクセス権限が必要です。

• リモート・ライブラリからのアクセスは、Cloud EPMプラットフォーム・インス
タンス(Enterprise Profitability and Cost Management、フリーフォーム、Planning
および Planningモジュール、Financial Consolidation and Close、Tax Reporting)に
対してのみ有効にでき、他の Narrative Reportingインスタンスに対しては有効に
できません。

• レポート・ライブラリ内のアーティファクトは編集できません。アーティファクト
をオープンするかレポートをコピーすることのみが可能です。アーティファクト
は Cloud EPMインスタンスで直接編集することのみができ、Narrative Reporting
のリモート・ライブラリからはできません。

リモート・ライブラリおよびそのレポート・アーティファクトにアクセスするには :

1. Narrative Reportingホーム・ページで、「ライブラリ」を選択します。
2. 左側のパネルの「リモート・ライブラリ」の下で、参照するリモート・ライブラリをクリ
ックします。
リモート・ライブラリのフォルダおよびアーティファクトが、「ライブラリ」の右パネルに
表示されます。フォルダおよびサブフォルダを選択し、コンテンツを参照できます。
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3. 様々なアーティファクト・タイプに対して、次の処理を実行できます。
Table 4-1    これらの各アーティファクト・タイプに対して処理を実行

アーティファクト・タイプ アクセス・ポイント 処理
レポートおよびレポート・スナ
ップショット

「処理」メニュー • オープン
• HTML、PDFまたは Excel
としてオープン

• コピー
• ショートカットの作成

ブック 「処理」メニュー • オープン
• PDFまたは Excelとして
オープン

• ショートカットの作成
バースティング定義 アーティファクト名をクリック • オープン

• ショートカットの作成
Microsoft Officeファイルお
よび PDF

アーティファクト名をクリック • ファイルのダウンロード
• ショートカットの作成

リモート・ライブラリ・アーティファクトのショートカットの作成

Note

Narrative Reportingのリモート・ライブラリを使用すると、同じドメイン上の Oracle
Enterprise Performance Management Cloudプラットフォーム・インスタンスのレ
ポート・アーティファクトにアクセスできます。

リモート・ライブラリからショートカットを作成するには、これらのステップを実行します。
1. Narrative Reporting Cloudにログインします。
2. Narrative Reportingライブラリの「リモート・ライブラリ」でリモート・ライブラリを選
択し、「レポート」、「レポート・スナップショット」、「ブック」、「バースティング定義」ま
たはサード・パーティ・ファイルを強調表示してから「処理」アイコンをクリックして、
Cloud EPMプラットフォームから Narrative Reportingへの「ショートカットの作成」を選
択します。
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3. Narrative Reportingライブラリで宛先フォルダを選択し、「OK」をクリックします。

Note

リモート・ライブラリは、サービス管理者によって構成されます。Narrative Reporting
ライブラリと同様に、管理者がリモート・ライブラリにログインしてアーティファク
トまたはサードパーティ・ファイルを削除すると、そのリモート・ライブラリのアー
ティファクトまたはサードパーティ・ファイルを指しているすべてのショートカット
がローカルで不要になります。
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5
レポートおよびブックの URLのコピー

URLをクリップボードにコピー機能では、レポート・パッケージ、レポート、スナップショッ
ト・レポート、ブックまたはサード・パーティ・ファイルなどのライブラリ・アーティファク
トの URLをコピーできます。URLにより、アーティファクトがシン・ビューアに直接起動さ
れるか、サードパーティ・ファイルがダウンロードされます。コピーすると、ユーザーが直接
リンクを介してアーティファクトまたはファイルに簡単にアクセスできるように、URLを配布
できます。ブラウザのお気に入りとして設定することもできます。
ネイティブ・ライブラリ・アーティファクトを使用して起動されたシン・ビューアでは、アー
ティファクトの「保存」機能がない「処理」メニューの基本機能が許可されます。この機能は、
すべてのライブラリ・システムおよびユーザー作成フォルダ(ホーム・ページのカードを含む)
で使用でき、アーティファクトに対して少なくとも表示権限を持つすべてのユーザーが URLを
コピーできます。

Note

• この機能は、複数選択に対しては使用できず、単一選択のアーティファクトのみで
す。

• この機能はフォルダには適用されません。
• コピーした URLを起動するユーザーは、アーティファクトに対する少なくとも表
示アクセスが必要です。

レポートまたはブックの URLのコピー
URLをコピーするには、これらのステップを実行します。
1. Narrative Reportingクラウドにログインします。ホーム・ページで、「レポート」、「ブッ
ク」または「ライブラリ」を選択します。

2. 「レポート」アーティファクトにナビゲートし、「レポート」、スナップショット・レポート
または「ブック」を強調表示してから、「処理」アイコンをクリックして「URLをクリッ
プボードにコピー」を選択します。

3. 必要な場所に URLを貼り付けます。URLをクリックすると、レポート・アーティファクト
がブラウザ・ウィンドウに起動されます。

レポートの操作
F28063-30
Copyright © 2016, 2025, Oracle and/or its affiliates.

October 23, 2025
Page 1 of 1


	目次
	ドキュメントのアクセシビリティについて
	ドキュメントのフィードバック
	1 EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行
	2 レポートの概要
	レポートについて
	レポートへのアクセス
	レポートのプレビュー
	レポートのプレビューについて
	グローバルPOVのメンバーの選択
	ローカルPOVのメンバーの選択
	有効な交差の操作
	有効な交差について
	視点からの有効な交差についての理解
	グリッド・データでの有効な交差についての理解

	レポート・プロンプトへの応答
	親メンバーのズーム
	コンテンツへのドリル、ドリル・スルー、セルの添付およびコメント
	レポートのPOVのプレビュー
	条件付きテキストのドリル

	レポートの表示
	Smart View でのレポートの操作
	ノートの操作
	レポート・プレビューにおけるノート・テキストの入力
	インライン・グリッドによるノート・テキストの入力
	ノート・テキスト・ボックスの操作


	3 ブックの表示および操作
	ブックへのアクセス
	ブックのプレビュー
	ブックPOVのメンバーの選択
	ブック・プロンプトへの応答
	ブックのPOVのプレビュー
	ブックの表示

	4 リモート・ライブラリでのレポート・アーティファクトの操作
	5 レポートおよびブックのURLのコピー

